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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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事
余
聞　

編
集
後
記

金か
ね

田た

照て
る

男お

略
歴

▽�

一
九
七
三
年
北
海
道
標
津
町
役

場
に
奉
職
、
一
九
九
三
年
商
工

観
光
課
、
二
〇
〇
一
年
標
津
町

エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
交
流
推
進

協
議
会
設
立
後
、
企
画
・
営
業
・

受
入
な
ど
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
と
し
て
実
践
活
動
を
行

い
、
現
在
、
標
津
町
エ
コ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
交
流
推
進
協
議
会
事
務

局
長
・
標
津
町
観
光
協
会
参
与
。

熊く
ま

谷が
い

純
じ
ゅ
ん

郎ろ
う

略
歴

▽�

一
九
七
八
年
㈱
一
正
蒲
鉾
入
社
、

一
九
七
九
年
㈱
一
正
蒲
鉾
退
社
、

同
年
㈱
札
幌
中
央
検
査
セ
ン

タ
ー
入
社
、
一
九
八
八
年
㈱
札

幌
中
央
検
査
セ
ン
タ
ー
退
社
、

同
年
標
津
町
役
場
経
済
部
水
産

課
配
属
、
一
九
九
〇
年
標
津
町

ふ
れ
あ
い
加
工
体
験
セ
ン
タ
ー

出
向
、
二
〇
〇
九
年
農
林
水
産

課
水
産
参
事
、
現
在
に
至
る
。
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一
．
は
じ
め
に

北
海
道
標
津
町
（
し
べ
つ
ち
ょ
う
）
の
紹
介

　

標
津
町
は
北
海
道
の
最
東
部
に
位
置
し
、
町
を
中
心
に
ち
ょ
う
ど
両
腕
を
出
す
よ
う
に
左
に
平
成

十
七
年
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
知
床
国
立
公
園
（
知
床
半
島
）、
右
に
は
納の
さ
っ
ぷ

沙
布
岬
を
突

端
と
す
る
根
室
半
島
が
延
び
て
い
る
（
図
１
）。

　

ま
た
、
町
を
基
部
と
す
る
日
本
一
の
砂さ

し嘴
を
有
し
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
知
ら

れ
る
野の

付つ
け

半
島
は
、
北
海
の
天
の
橋
立
と
も
称
さ
れ
る
な
ど
代
表
的
な
景
勝
地
で
あ
り
、
さ
ら
に
正

面
に
は
豊
か
な
漁
場
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
一
衣
帯
水
に
北
方
領
土
国く
な
し
り後
を
望
み
、
背
後
に
は
広
大
な

牧
草
地
群
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
四
季
折
々
美
し
く
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
景
観
を
織
り
成
し
て

い
る
（
写
真
１
）。

　

人
口
は
現
在
お
お
よ
そ
六
千
人
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
代
に
は
八
千
人
余
り
で
あ
っ
た
の
が
、
そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
標
津
線
の
廃
止
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
報
電
話
局
の
移
転
、
地
元
漁
業
会
社
の
統
合
や
少
子
化
な

ど
様
々
な
要
因
に
よ
り
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
き
た
。
現
在
は
町
も
人
口
増
加
対
策
に
積
極
的
に
取

組
み
、
宅
地
の
無
償
提
供
や
移
住
促
進
に
向
け
た
中
古
住
宅
の
改
修
整
備
な
ど
様
々
な
施
策
を
展
開

し
、
遠
く
は
関
西
圏
・
首
都
圏
か
ら
の
移
住
者
を
迎
え
る
な
ど
効
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。

　

産
業
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
背
景
と
し
、
繁
栄
を
遂
げ
て
き
た
水
産
業
と
酪
農
業
が
中
心
の
い
わ
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図１　北海道道東地方の地図

写真１　標津川と国後
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ゆ
る
生
産
の
町
と
し
て
、
安
心
・
安
全
・
新
鮮
な
食
を

全
国
へ
提
供
し
て
お
り
国
内
屈
指
の
食
料
供
給
基
地
と

な
っ
て
い
る
。

　

特
に
漁
業
で
は
江
戸
末
期
、
当
地
は
鮭
の
漁
場
と
し
て

拓
か
れ（
図
２
）、
明
治
時
代
に
は
国
内
で
二
番
目
と
な
る

鮭
・
鱒
孵
化
場
が
設
置
さ
れ
、
孵
化
事
業
の
成
功
な
ど
漁

業
経
営
の
安
定
化
と
繁
栄
を
遂
げ
て
い
る（
写
真
２
）。（
水

産
業
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
詳
し
く
述
べ
る
。）

　

一
方
、
農
業
は
大
正
初
期
よ
り
全
国
各
地
か
ら
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
燃
え
る
移
住
者
の
入
植
が
始
ま

り
、
そ
ば
や
麦
・
豆
類
な
ど
を
皮
切
り
に
、
後
に
じ
ゃ
が

芋
な
ど
も
栽
培
さ
れ
た
が
、
冷
害
に
よ
り
多
く
の
被
害
を

受
け
る
年
も
多
く
、
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
戦
後
、
国
策
と
し
て
始
ま
っ
た
農
業
構
造
改
善
事

業
に
よ
り
、
昭
和
四
十
年
代
に
大
型
酪
農
へ
の
転
換
を
図

り
、
現
在
で
は
乳
牛
二
万
頭
以
上
を
飼
育
し
、
農
業
販
売

額
も
一
〇
〇
億
円
（
平
成
二
十
一
年
度
）
と
安
定
し
た
生

産
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
き
て
い
る
（
写
真
３
）。

図２　江戸末期のサケ漁を描いた標津番屋屏風絵

豊
か
な
自
然
環
境
を
背
景
と
し
、
繁

栄
を
遂
げ
て
き
た
水
産
業
と
酪
農
業

が
中
心
の
い
わ
ゆ
る
生
産
の
町
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写真２　サケ漁の網起こし

写真３　牛の放牧風景
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ま
た
、
近
年
の
更
な
る
大
型
化
に
伴
い
、
糞
尿
な
ど
に
よ
る
環
境
の
悪
化
が
顕
在
化
し
、
問
題
視

さ
れ
て
い
る
が
、
当
町
で
は
家
畜
糞
尿
を
最
大
限
活
用
し
た
資
源
循
環
型
酪
農
（
有
機
低
コ
ス
ト
酪

農
）
を
目
指
し
、
ク
リ
ー
ン
で
低
コ
ス
ト
の
酪
農
経
営
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
牛
乳
は
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
に
加
工
さ
れ
て
お
り
、
一
部

は
飲
用
と
し
て
本
州
に
も
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

二
．
標
津
町
の
水
産
業
の
概
要

（
一
）
標
津
町
の
水
産
業
の
概
要
と
秋
サ
ケ
定
置
網
漁
業

　

標
津
町
の
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
シ
ベ
ツ
」
で
、「
サ
ケ
の
い
る
と
こ
ろ
、
ま
た
は
大
川
（
本
流
）」

と
い
う
そ
の
意
味
の
と
お
り
江
戸
時
代
末
期
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）
よ
り
会
津
藩
領
地
と
な
っ

て
「
サ
ケ
漁
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
新
潟
県
西さ
い
ご
ん厳
寺
に
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
に
秋
サ
ケ

漁
の
様
子
が
描
か
れ
た
屏
風
（
図
２
）
が
現
存
し
て
い
る
な
ど
本
町
は
、北
海
道
で
は
歴
史
の
あ
る
、

サ
ケ
漁
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
町
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
一
年
、
官
営
初
の
孵
化

場
が
千
歳
に
建
設
さ
れ
、
遅
れ
る
こ
と
四
年
の
明
治
二
十
五
年
に
標
津
川
に
大
孵
化
場
が
建
設
さ
れ

た
。
以
降
、
標
津
町
内
の
六
つ
の
河
川
に
孵
化
場
が
整
備
さ
れ
、
早
く
か
ら
つ
く
り
育
て
る
漁
業
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

標
津
町
の
漁
業
は
、
生
産
金
額
の
お
よ
そ
八
割
を
秋
サ
ケ
が
占
め
、
一
割
は
ホ
タ
テ
、
残
り
の
一

有
機
コ
ス
ト
酪
農
を
目
指
し
、
ク

リ
ー
ン
で
低
コ
ス
ト
の
酪
農
経
営
を

推
進
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秋
サ
ケ
定
置
網
漁
業
と
ホ
タ
テ
桁
引

網
漁
業
が
漁
業
の
中
心

割
が
そ
の
他
の
魚
種
（
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
、
ホ
ッ
キ
貝
、
カ
レ
イ
、
コ
マ
イ
な
ど
）
で
あ
り
、
秋
サ
ケ

定
置
網
漁
業
と
ホ
タ
テ
桁
引
網
漁
業
が
漁
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
（
表
１
、
図
３
、
図
４
、
図
５
）。

　

秋
サ
ケ
の
漁
獲
量
は
、
平
成
十
五
年
の
一
九
，
四
八
八
ト
ン
が
過
去
最
多
で
あ
る
が
、
昭
和
六
十

年
以
降
こ
れ
ま
で
に
通
算
一
五
度
に
わ
た
り
全
国
一
位
を
記
録
し
、
日
本
一
の
漁
獲
高
を
誇
っ
て
き

た
が
、
平
成
十
五
年
以
降
は
漁
獲
量
が
減
少
し
、
平
成
二
十
二
年
度
は
約
六
，
六
〇
〇
ト
ン
で
全
道

五
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
図
６
、
表
２
）。

（
二
）
鮮
度
保
持
、
衛
生
管
理
対
策

　

昭
和
六
十
年
に
初
め
て
秋
サ
ケ
漁
獲
量
が
一
万
ト
ン
を
超
え
、
前
年
度
か
ら
一
気
に
五
千
ト
ン
以

上
漁
獲
量
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
荷
捌
き
の
時
間
が
か
か
り
十
分
な
鮮
度
保
持
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
結
果
、
全
道
の
平
均
単
価
よ
り
も
三
割
も
安
い
単
価
に
な
る
（
表
２
参
照
）
な
ど
品
質
的
に
は
最

低
と
酷
評
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
加
工
業
者
か
ら
生
産
者
に
対
し
て
鮮
度
対
策
の
要
望
が

挙
が
り
、昭
和
六
十
三
年
か
ら
鮮
度
保
持
対
策
試
験
を
開
始
し
た
。
平
成
二
年
か
ら
は
本
格
的
に
氷
、

鮮
度
保
持
タ
ン
ク
、
選
別
台
を
使
用
し
た
鮮
度
保
持
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
秋
サ

ケ
の
品
質
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　

こ
う
し
た
、
漁
業
者
に
よ
る
徹
底
し
た
鮮
度
保
持
対
策
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
平
成
十
二
年
度
か
ら

は
、
漁
獲
か
ら
水
揚
げ
、
市
場
、
加
工
、
流
通
ま
で
地
域
が
一
体
と
な
り
地
域
の
総
合
的
な
衛
生
管

理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
全
で
安

平
成
二
年
か
ら
鮮
度
保
持
対
策
が
ス

タ
ー
ト
し
、
十
二
年
度
か
ら
は
、「
標

津
町
地
域
ハ
サ
ッ
プ
」
が
ス
タ
ー
ト

し
た
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表
１
－
１
　
標
津
町
の
主
要
魚
種
水
揚
高

※
金

額
は

税
抜

き
総

水
揚

秋
サ

ケ
マ

ス
ホ

タ
テ

数
量

（
ｔ）

金
額

（
千

円
）

平
均

単
価

（
円

／
㎏

）
数

量
（
ｔ）

金
額

（
千

円
）

平
均

単
価

（
円

／
㎏

）
数

量
（
ｔ）

金
額

（
千

円
）

平
均

単
価

（
円

／
㎏

）
数

量
（
ｔ）

金
額

（
千

円
）

平
均

単
価

（
円

／
㎏

）
昭

和
４

０
年

4
,9

8
5
 

7
7
1
,5

9
2
 

1
5
5
 

2
,0

0
7
 

4
7
1
,8

8
9
 

2
3
5
 

4
7
 

1
3
,9

2
3
 

2
9
6
 

7
8
6
 

1
0
6
,7

5
2
 

1
3
6
 

昭
和

４
５

年
6
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表
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～
6
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年
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の
漁

業
 第

1
部

」
（
標

津
漁

業
協

同
組

合
）
　

　
　

平
成

元
～

2
1

年
 「

標
津

漁
業

協
同

組
合

 業
務

報
告

書
」

（
標

津
漁

業
協

同
組

合
）
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図
３
　
標
津
町
の
主
要
魚
種
（
サ
ケ
、
マ
ス
、
ホ
タ
テ
、
ホ
ッ
キ
、
エ
ゾ
バ
カ
ガ
イ
、
ウ
ニ
）
以
外
の
魚
種
の
水
揚
高
推
移
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図４－２　標津町の漁業生産金額（千円）

図４－１　標津町の漁業生産数量（㌧）

630,183 12
440,574 8

4,383,361

3,257

2,748
68
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図
５
　
標
津
町
に
お
け
る
農
業
、
漁
業
生
産
額
の
推
移
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図
６
　
標
津
町
の
サ
ケ
の
水
揚
高
推
移
（
１
～
12
月
）　
※
金
額
は
税
抜
き
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セ
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料
」
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表２　秋サケの水揚高推移（標津町・北海道）
標津 北海道

年次 数量（ｔ） 金額（千円）
標津町

平均単価
（円/Kg）

数量（ｔ） 金額（千円）
全道

平均単価
（円/Kg）

昭和４０年 2,007 471,889 235 36,486 10,817,044 296 

昭和４５年 4,063 1,895,600 467 41,999 16,595,442 395 

昭和５０年 6,918 5,776,511 835 85,538 72,980,448 853 

昭和５１年 4,111 3,873,535 942 68,384 62,991,532 921 

昭和５２年 4,234 4,511,856 1,066 55,930 60,872,491 1,088 

昭和５３年 5,041 5,203,100 1,032 57,121 62,859,436 1,100 

昭和５４年 5,127 2,776,295 542 76,165 59,426,845 780 

昭和５５年 4,246 3,908,678 921 62,758 59,601,054 950 

昭和５６年 4,266 2,823,779 662 84,315 64,807,093 769 

昭和５７年 4,289 3,379,693 788 71,375 65,840,092 922 

昭和５８年 4,429 2,420,389 546 85,698 56,248,246 656 

昭和５９年 4,752 3,393,007 714 71,732 54,908,703 765 

昭和６０年 10,434 4,154,268 398 104,724 58,645,352 560 

昭和６１年 7,871 2,924,415 372 86,550 41,328,613 478 

昭和６２年 7,755 4,363,390 563 89,006 58,294,017 655 

昭和６３年 11,014 7,005,151 636 101,158 69,381,460 686 

平成元年 15,183 6,295,644 415 117,961 58,672,098 497 

平成　２年 16,636 6,782,003 408 136,648 61,612,317 451 

平成　３年 15,977 4,808,416 301 127,772 44,750,830 350 

平成　４年 7,849 4,339,121 553 84,742 47,342,193 559 

平成　５年 7,068 3,077,537 435 121,761 57,750,792 474 

平成　６年 15,976 3,649,619 228 144,099 37,620,817 261 

平成　７年 18,950 3,553,311 188 182,793 38,756,966 212 

平成　８年 18,538 3,202,483 173 191,406 40,000,304 209 

平成　９年 18,872 3,780,061 200 193,032 45,420,144 235 

平成１０年 15,541 3,934,631 253 131,349 34,025,646 259 

平成１１年 17,357 5,436,765 313 124,773 39,053,949 313 

平成１２年 11,613 4,585,281 395 104,274 39,039,054 374 

平成１３年 18,652 4,045,999 217 161,810 34,444,451 213 

平成１４年 16,975 3,893,532 229 159,173 33,345,171 209 

平成１５年 19,488 2,886,558 148 216,195 32,317,133 149 

平成１６年 13,509 2,940,715 218 194,500 42,549,000 219 

平成１７年 15,913 3,958,646 249 183,291 45,403,315 248 

平成１８年 10,973 3,798,016 346 171,946 56,865,712 331 

平成１９年 12,871 4,383,361 341 164,033 55,562,144 339 

平成２０年 6,321 2,830,084 448 121,437 51,833,818 427 

平成２１年 7,204 2,280,612 317 158,233 50,018,566 316 

※さけますセンター数値　　金額 ： 税抜き
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心
な
水
産
物
の
供
給
が
可
能
と
な
り
、
全
国
各
地
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
秋
サ
ケ
の
価
格
の
向
上

に
つ
な
が
る
な
ど
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た
（
写
真
４
、
写
真
５
）。（
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

つ
い
て
は
第
三
章
で
述
べ
る
）

（
三
）
ホ
タ
テ
漁
業

　

標
津
町
の
ホ
タ
テ
は
、
稚
貝
を
海
に
地
蒔ま

き
を
し
て
、
限
り
な
く
天
然
に
近
い
状
態
で
育
つ
た
め
、

甘
味
が
あ
り
歯
ざ
わ
り
が
良
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
秋
サ
ケ
同
様
に
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
品
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
年
間
お
よ
そ
五
～
六
千
ト
ン
の
漁
獲
量
で
生
産
規
模
は
大

き
く
は
な
い
が
、
標
津
町
前
浜
の
野
付
半
島
側
の
漁
場
（
Ｂ
海
域
）
で
は
餌
環
境
や
底
質
が
ホ
タ
テ

の
生
息
条
件
と
し
て
優
れ
て
い
る
た
め
、
一
枚
三
〇
〇
～
四
〇
〇
グ
ラ
ム
の
非
常
に
大
型
な
ホ
タ
テ

が
生
産
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
（
写
真
６
、
表
３
、
図
７
）。

（
四
）
水
産
加
工
業

　

水
産
加
工
に
つ
い
て
は
、
町
内
に
一
一
社
の
水
産
加
工
業
者
が
操
業
し
て
い
る
が
、
大
半
の
工
場

が
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
加
工
場
と
し
て
、
鮮
度
の
良
い
秋
サ
ケ
原
料
等
を
活
か
し
、
衛
生
的
で
安

全
安
心
な
加
工
品
（
イ
ク
ラ
、
フ
ィ
レ
、
新
巻
、
ホ
タ
テ
冷
凍
貝
柱
等
）
を
製
造
し
て
お
り
、
年
間

お
よ
そ
一
〇
〇
億
円
の
生
産
額
と
な
っ
て
い
る
（
表
４
、
図
８
）。

　

後
述
の
と
お
り
イ
ク
ラ
製
品
と
ホ
タ
テ
製
品
は
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
製
品
認
証
を
受
け
て
お
り
、

年
間
お
よ
そ
一
〇
〇
億
円
の
生
産
額
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写真４　秋サケ荷揚げ

写真５　鮮度保持対策
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写真６　ホタテ漁
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表
３
　
ホ
タ
テ
の
水
揚
高
推
移
（
標
津
町
・
北
海
道
）

ホ
タ

テ
（
標

津
町

Ａ
・

Ｂ
海

域
）

ホ
タ

テ
標

津
町

Ａ
海

域
ホ

タ
テ

標
津

町
Ｂ

海
域

ホ
タ

テ
北

海
道

年
次

数
量

（ｔ）
金

額
（千

円
）

標
津

町
単

価
 

（円
/
K

g）
数

量
（ｔ）

金
額

（千
円

）
標

津
町

単
価

 
（円

/
K

g）
数

量
（ｔ）

金
額

（千
円

）
標

津
町

単
価

 
（円

/
K

g）
数

量
（ｔ）

金
額

（千
円

）
全

道
平

均
単

価
（円

/
K

g）
昭

和
４

０
年

7
8
6
 

1
0
6
,7

5
2
 

1
3
6
 

5
,1

6
3
 

7
1
5
,6

1
9
 

1
3
9
 

昭
和

４
５

年
1
,2

6
5
 

1
6
8
,8

1
7
 

1
3
3
 

1
2
,7

2
3
 

1
,8

8
8
,5

0
0
 

1
4
8
 

昭
和

５
０

年
7
5
6
 

2
1
6
,8

5
0
 

2
8
7
 

4
7
,1

7
9
 

9
,8

8
7
,0

3
0
 

2
1
0
 

昭
和

５
１

年
7
7
9
 

3
2
6
,4

8
6
 

4
1
9
 

6
6
,3

0
1
 

1
8
,4

4
4
,2

9
4
 

2
7
8
 

昭
和

５
２

年
8
2
9
 

2
5
1
,3

8
2
 

3
0
3
 

1
0
4
,1

9
2
 

2
7
,0

1
0
,1

5
7
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図
７
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ホ
タ
テ
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高
品
質
な
製
品
と
し
て
全
国
に
流
通
し

て
い
る
。
特
に
標
津
産
イ
ク
ラ
に
つ
い

て
は
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
品

質
・
味
・
安
全
性
を
持
ち
、
標
津
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
し
て
い
る
（
写
真
７
）。

　

秋
サ
ケ
盛
漁
期
に
は
加
工
作
業
労
働

力
の
需
要
も
大
き
く
、
町
内
で
お
よ
そ

五
〇
〇
人
の
雇
用
が
あ
り
、
町
の
基
幹

産
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
（
図
８
）。

（
五
）
栽
培
漁
業

　

サ
ケ
・
マ
ス
、
ホ
タ
テ
の
他
に
も
前

浜
に
生
息
す
る
ウ
ニ
、
マ
ツ
カ
ワ
、
ホ

ヤ
な
ど
の
漁
業
資
源
の
増
殖
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

表４　標津町の水産加工状況

加工分類
数量

（㌧）

比率

（％）

金額

（千円）

比率

（％）
摘　　　　　　要

① 魚卵 1,440 6.9 4,586,200 46.5 塩 ・ 醤油イクラ ､ 塩筋子 ､ 生イクラ

② 冷凍 10,846 51.6 3,394,950 34.4 ドレス ､ フィレー ､ 玉冷など

③ 生鮮 5,769 27.5 756,301 7.7
ホタテ活貝 ､ サケ ・ カラフトマス、

カレイなど

④ 生製品 687 3.3 604,785 6.1 生ドレス ､ 生フィレーなど

⑤ 塩蔵 2,036 9.7 401,443 4 新巻 ､ 山漬けサケ、 汐マスなど

⑥ 調味加工 105 0.5 114,863 1.2
焼漬け ､ フレーク ､ 味噌漬け、

切り身など

⑦ 乾製品 112 0.5 4,480 0.1 サケトバ、 ホッケ ､ コマイなど

合　　計 20,995 100 9,863,022 100

資料：標津町ふれあい加工体験センター調査による

平成15年度標津地区水産加工業者（12工場）の実績
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写真７　イクラ丼

図８－２　標津町の水産加工分類別金額（千円）
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図８－１　標津町の水産加工分類別数量（㌧）
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三
．
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
に
つ
い
て

（
一
）
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
の
背
景
と
目
的

　

第
二
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
標
津
町
で
は
平
成
二
年
か
ら
秋
サ
ケ
の
鮮
度
保
持
対
策
が
ス
タ
ー

ト
し
、
他
産
地
で
は
見
ら
れ
な
い
高
レ
ベ
ル
の
鮮
度
対
策
が
実
践
さ
れ
、
秋
サ
ケ
の
身
質
や
イ
ク
ラ

製
品
な
ど
の
品
質
に
対
す
る
高
い
評
価
が
得
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
十
年
に
、
隣
接
す
る
別

海
町
の
水
産
加
工
業
者
が
製
造
・
販
売
し
た
イ
ク
ラ
製
品
が
原
因
で
「
イ
ク
ラ
醤
油
漬
け
に
よ
る
Ｏオ
ー

―
１
５
７
食
中
毒
事
件
」（
富
山
県
、
東
京
都
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
及
び
大
阪
府
で
発
生
、
患
者

数
四
十
名
弱
）
が
発
生
し
た
こ
と
よ
り
、
北
海
道
産
サ
ケ
や
イ
ク
ラ
製
品
全
体
に
対
す
る
深
刻
な
風

評
被
害
が
広
ま
り
、
標
津
町
の
水
産
業
で
も
、
と
り
わ
け
イ
ク
ラ
加
工
業
者
に
大
き
な
打
撃
が
あ
っ

た
。

　

こ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
北
海
道
は
、
平
成
十
一
年
に
「
水
産
物
品
質
管
理
高
度
化
推
進
モ

デ
ル
計
画
策
定
事
業
」
を
設
け
、
秋
サ
ケ
を
モ
デ
ル
魚
種
と
し
た
、
生
産
者
か
ら
市
場
ま
で
の
品
質

管
理
高
度
化
モ
デ
ル
計
画
を
策
定
し
た
。そ
の
モ
デ
ル
産
地
に
指
定
さ
れ
た
の
が
標
津
町
で
あ
っ
た
。

標
津
町
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
漁
協
レ
ベ
ル
で
の
秋
サ
ケ
漁
獲
量
全
国
一
（
昭
和
六
十
年
以
降
の

二
十
年
間
で
十
五
回
）
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
、前
述
の
と
お
り
、町
が
平
成
二
年
か
ら
秋
サ
ケ
の
「
鮮

度
保
持
対
策
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、
加
工
業
者
に
よ
る
積
極
的
な
衛
生
対
策
な
ど
、
地
域
を

あ
げ
た
水
産
物
の
品
質
高
度
化
に
対
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

「
イ
ク
ラ
醤
油
漬
け
に
よ
る
Ｏ
―

１
５
７
食
中
毒
事
件
」
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に
よ
る
。

　

以
上
の
動
き
を
契
機
に
し
て
標
津
町
で
は
、
道
庁
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
十
一
年
度
か

ら
「
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
事
業
」
を
設
け
た
（
図
９
）。
こ
の
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
進
め

る
目
的
の
第
一
は
「
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
お
よ
び
水
産
加
工
業
の
振
興
対
策
」
で
あ
る
。
Ｈ図９　パンフレット（ダイジェスト版）の表紙イラスト

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
進
め
る
目
的
の

第
一
は
「
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
お
よ
び
水
産
加
工
業
の
振
興
対

策
」
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Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
町
の
主
要
水
産
物
で
あ
る
秋
サ
ケ
や
イ
ク
ラ
製
品
、
ホ

タ
テ
製
品
な
ど
の
品
質
・
安
全
性
の
強
化
を
図
る
狙
い
で
あ
る
。
特
に
重
要
産
品
の
一
つ
で
あ
る
イ

ク
ラ
製
品
な
ど
は
、
加
工
段
階
で
加
熱
工
程
が
無
く
、
消
費
の
場
面
で
も
ほ
と
ん
ど
が
非
加
熱
の
状

態
で
消
費
者
の
口
に
入
る
た
め
、
安
全
性
を
確
保
す
る
に
は
加
工
場
で
の
衛
生
管
理
や
原
料
段
階
で

の
鮮
度
保
持
管
理
・
品
質
管
理
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。

　

ま
た
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
は
、
万
が
一
、
他
地
域
で
製
造
さ
れ
た
同
様
産
品
が
原
因
と
な

る
食
品
事
故
や
不
祥
事
が
発
生
し
て
も
、「
標
津
町
」
や
「
標
津
産
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
、
そ
れ

ら
の
風
評
被
害
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。「
風
評
被
害
を
二
度
と
受
け
な

い
こ
と
、
万
が
一
食
品
事
故
が
発
生
し
て
も
風
評
被
害
に
耐
え
う
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
」
と
い

う
、
消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
も
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
。

　

時
代
の
要
求
と
し
て
も
、
食
品
の
安
全
性
が
強
く
志
向
さ
れ
、
そ
の
課
題
に
先
進
的
に
対
応
す
る

こ
と
は
産
地
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
責
任
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導

入
は
非
常
に
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、後
述
す
る
よ
う
に
様
々
な
関
係
者
が
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
か
ら
、「
零
細
加
工
業
者
、

運
送
業
者
、
生
産
者
な
ど
水
産
関
連
事
業
界
が
総
合
的
に
潤
い
、
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
観
光
産
業
、

商
業
な
ど
も
振
興
し
て
町
全
体
が
豊
か
に
な
る
こ
と
」
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
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（
二
）
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
と
問
題
意
識

　

一
般
的
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
導
入
す
る
場
合
は
、
欧
米
諸
国
へ
の
製
品
輸
出
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
例
え
ば
対
米
輸
出
水
産
食
品
取
扱
認
定
施
設
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
通
り

に
ハ
ー
ド
整
備
等
を
行
う
と
、
高
額
な
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
投
資
を
し
な
け

れ
ば
、
安
全
な
食
品
は
生
産
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
初
か
ら
あ

ま
り
に
高
度
で
緻
密
な
内
容
で
は
、
関
係
業
界
の
各
現
場
が
つ
い
て
こ
ら
れ
る
か
も
分
か
ら
な
い
。

地
域
で
足
並
み
が
揃
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
で
協
力
し
合
っ
て
何
が
危
害

で
あ
る
か
を
話
し
合
い
、
で
き
る
こ
と
か
ら
対
策
を
始
め
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の

よ
う
に
標
津
町
で
は
「
国
内
流
通
を
対
象
と
し
た
地
域
独
自
の
製
造
管
理
シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
い
の

か
？
」
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
日
本
で
初
め
て
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
独
自
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方

式
の
導
入
に
着
手
し
た
。
こ
れ
を
我
々
は
「
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
般

的
に
水
産
業
界
の
衛
生
管
理
は
他
の
食
品
業
界
と
比
較
す
る
と
遅
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま

ず
は
地
域
の
実
情
や
環
境
に
応
じ
た
一
般
衛
生
管
理
の
基
盤
を
整
え
つ
つ
、
徐
々
に
高
度
な
衛
生
管

理
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、
通
常
の
公
認
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
は
加
工
場
の
み
の
認
定
に
な
る
が
、
標
津
の
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
で
は
前
浜
で
漁
獲
さ
れ
る
水
産
物
す
べ
て
を
対
象
と
し
、
漁
業
者
に
よ
る
漁
獲
か
ら
市
場
で
の
水

産
魚
介
類
の
取
扱
い
、
そ
し
て
加
工
製
品
や
鮮
魚
を
運
ぶ
運
送
業
者
ま
で
網
羅
し
た
衛
生
管
理
や
健

康
管
理
な
ど
を
実
施
し
、
各
段
階
で
の
諸
施
設
を
認
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
認
定
を

日
本
で
初
め
て
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
独
自
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
の
導

入
に
着
手
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受
け
た
諸
施
設
（
漁
船
、
卸
売
市
場
、
加
工
場
等
）
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
衛
生
管
理
基
準
を
全
て
ク
リ

ア
し
た
上
で
製
造
さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
製
品
認
証
を
与
え
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、一
つ
の
食
品
事
故
を
契
機
に
地
域
の
水
産
業
界
が
危
機
感
を
持
ち
、同
時
に
「
安

全
・
安
心
」
な
食
品
を
安
定
的
に
発
信
し
よ
う
と
す
る
共
通
の
認
識
の
も
と
に
生
産
者
・
漁
協
・
加

工
業
者
・
運
送
業
者
・
行
政
が
連
携
し
て
事
業
を
推
進
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

（
三
）
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
推
進
組
織

　

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
推
進
す
る
た
め
に
平
成
十
一
年
三
月
に
「
標
津
町
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
連
絡
会

議
」
が
組
織
さ
れ
た
。
翌
年
四
月
か
ら
は
「
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
委
員
会
」（
以
下
、「
推

進
委
員
会
」
と
表
記
す
る
）
に
改
組
・
改
称
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
「
推
進
委
員
会
」
の
構
成
団
体
は
、
標
津
漁
業
協
同
組
合
、
標
津
さ
け
定
置
漁
業
部
会
、
標
津
漁

船
漁
業
者
部
会
、
標
津
さ
け
定
置
漁
業
研
究
会
、
標
津
漁
協
青
年
部
・
女
性
部
、
標
津
漁
協
地
方
卸

売
市
場
買
受
人
組
合
、
標
津
町
水
産
加
工
振
興
協
会
、
標
津
町
サ
ケ･

ホ
タ
テ
消
費
流
通
対
策
協
議

会
実
行
委
員
会
、
標
津
町
の
九
団
体
で
、
生
産
、
市
場
、
加
工
、
物
流
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
が
関
係

し
て
い
る
。
代
表
者
は
標
津
漁
協
代
表
理
事
組
合
長
の
鈴
木 

誠 

氏
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
推
進
委
員
会
」
傘
下
の
専
門
部
会
と
し
て
、秋
鮭
部
会
（
鮮
魚
流
通
魚
種
を
含
む
28
ヶ
統
）、

ほ
た
て
部
会
（
46
名
、
19
隻
）、
市
場
部
会
（
標
津
漁
協
地
方
卸
売
市
場
）、
加
工
部
会
（
振
興
協
会

10
社
、
標
津
漁
協
産
地
加
工
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
町
内
運
送
業
者
）、
買
受
人
部
会
、
普
及
宣
伝
部

推
進
委
員
会
の
「
専
門
部
会
」
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会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
専
門
的
な
見
地
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
も
設
置
さ
れ
、
北

海
道
水
産
林
務
部
水
産
経
営
課
、
北
海
道
根
室
振
興
局
産
業
振
興
部
（
旧
根
室
支
庁
経
済
部
）
水
産

課
、
北
海
道
中
標
津
保
健
所
生
活
衛
生
課
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
釧
路
水
産
試
験
場
加
工
利
用

部
、
根
室
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
標
津
支
所
、
北
海
道
大
学
大
学
院
水
産
科
学
研
究
院
、
標
津

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
標
津
町
国
民
健
康
保
険
標
津
病
院
、
㈲
フ
ジ
タ
企
画
が
そ
の
任
に
当
た
っ

て
い
る
（
以
上
、
図
10
参
照
）。

（
四
）「
推
進
委
員
会
」
の
役
割
と
製
品
認
証

　
「
推
進
委
員
会
」
の
主
な
役
割
は
、
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
基
準
の
策
定
で
あ
る
。
翌
平
成

十
二
年
三
月
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
完
成
し
た
。
ま
た
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
実
践
も
ス
タ
ー
ト
し
、

同
時
に
製
品
に
つ
い
て
認
証
事
業
（
認
証
に
つ
い
て
は
後
述
）
も
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
標
津

町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
広
報
宣
伝
窓
口
と
な
っ
た
り
、
各
専
門
部
会
の
管
理
状
況
の
監
察
お
よ
び
評

価
、
環
境
調
査
の
実
施
、
各
部
会
の
健
康
管
理
・
衛
生
講
習
な
ど
様
々
で
あ
る
。
ま
た
、
人
材
育
成

に
も
力
を
注
い
で
お
り
、
平
成
11
年
か
ら
積
極
的
に
対
米
輸
出
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
担
当
者
養
成
講
習
会
を

受
講
し
て
い
る
。
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
の
本
質
を
理
解
し
、
地
域

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
推
進
に
役
立
て
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
最
終
形
と
し
て
、
製
品
の
認
証
制
度
の
構
築
が
重
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図10　地域HACCP推進組織
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要
で
あ
る
。
製
品
認
証
の
目
的
は
「
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
適
正
に
製
造
管
理
さ
れ
た
標
津
産
水

産
物
（
製
品
）
を
、広
く
普
及
す
る
こ
と
で
標
津
水
産
業
全
体
の
地
位
向
上
を
目
指
す
」
こ
と
で
あ
る
。

製
品
認
証
の
事
業
主
体
は
、「
推
進
委
員
会
」
が
委
嘱
す
る
「
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
製
品
認
証

審
査
委
員
会
」（
委
員
長
：
北
海
道
大
学
大
学
院
水
産
科
学
研
究
院
教
授
・
吉
水 

守 

氏
、副
委
員
長
：

北
海
道
食
品
安
全
協
議
会
委
員
・
奥
野
和
弘 

氏
）
で
あ
り
、
北
海
道
保
健
福
祉
部
食
品
衛
生
課
所

管
の
「
道
食
品
安
全
協
議
会
」
の
「
製
品
認
証
制
度
検
討
委
員
会
」
に
関
わ
る
検
討
委
員
の
方
々
と

情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
道
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

製
品
認
証
を
受
け
る
に
は
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
認
定
漁
船
で
漁
獲
さ
れ
た
原
材
料
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
、
認
定
市
場
か
ら
購
入
し
た
こ
と
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
製
造
工
程

で
あ
る
こ
と
等
を
実
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
製
品
認
証
の
際
に
は
、
最
終
製
品
の

認
証
基
準
の
審
査
だ
け
で
は
な
く
、
加
工
場
な
ど
諸
施
設
自
体
の
審
査
も
行
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
「
推
進
委
員
会
」
で
は
、
加
工
場
や
運
送
車
両
、
秋
サ
ケ
漁
船
・
ホ
タ
テ
漁
船
の
衛
生
管

理
状
況
に
つ
い
て
、
現
地
査
察
を
実
施
し
、
水
産
物
の
鮮
度
保
持
管
理
、
従
業
員
の
健
康
管
理
、
漁

船
の
衛
生
管
理
な
ど
の
日
々
の
管
理
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、「
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
評
価
基
準
」

に
基
づ
き
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
や
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
等
に
関
す
る
二
〇
二
項
目
を
精
査
・
評
価
し
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

と
し
て
の
認
定
を
与
え
て
い
る
（
注
１
）。

　

こ
れ
ら
認
定
施
設
に
は
標
識
（
プ
レ
ー
ト
、
ス
テ
ッ
カ
ー
）
が
貼
付
さ
れ
る
。
こ
の
標
識
は
、
い

わ
ば
「
獲
る
人
、
加
工
す
る
人
、
運
ぶ
人
が
協
力
し
合
い
、
一
貫
し
た
衛
生
管
理
の
基
で
製
品
を
出

最
終
形
と
し
て
、
製
品
の
認
証
制
度

の
構
築
が
重
要

製
品
認
証
の
際
に
は
、
最
終
製
品
の

認
証
基
準
の
審
査
だ
け
で
は
な
く
、

加
工
施
設
自
体
の
審
査
も
行
わ
れ
る
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荷
し
た
」
と
い
う
証
（
あ
か
し
）
で
あ
る
。
標
津
町
の
地
域
水
産
、
ひ
い
て
は
地
域
全
体
の
振
興
、

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
、
町
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
基
本
精
神
と
な
っ
て

い
る
（
以
上
、
図
11
、
図
12
参
照
）。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
左
記
の
業
者
が
施
設
認
定
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

▽
秋
サ
ケ
漁
船
28
カ
統
＝
田
村
漁
業
、
㈲
五
洋
水
産
、
中
野
水
産
、
片
山
水
産
、
丸
共
薫
別
水
産
、

東
栄
水
産
、第
2
合
同
定
置
、㈲
忠
類
共
同
水
産
、ウ
タ
リ
生
産
組
合
、共
栄
水
産
、花
田
水
産
、佐
々

木
漁
業
、
正
栄
丸
漁
業
、
宝
洋
水
産
、
馴
山
水
産
、
奥
村
水
産
、
丸
共
水
産
、
丸
協
水
産
、
東
宝

水
産
、
多
与
丸
水
産
、
鈴
木
漁
業
、
林
漁
業
、
ト
ウ
ヒ
ン
漁
業
、
本
村
水
産
、
戸
田
水
産
、
佐
賀

漁
業
、
マ
ル
キ
ョ
ウ
カ
ネ
ノ
水
産

▽
ホ
タ
テ
漁
船
10
隻
＝
第
23
幸
栄
丸
、
第
58
弘
進
丸
、
第
56
高
栄
丸
、
第
28
み
や
こ
丸
、
第
51
真
光

丸
、
第
32
美
代
丸
、
第
36
登
美
丸
、
第
68
共
栄
丸
、
第
18
京
進
丸
、
第
51
幸
栄
丸

▽
市
場
＝
標
津
漁
業
協
同
組
合
地
方
卸
売
市
場

▽
加
工
場
＝
㈲
川
村
水
産
、
㈲
笹
川
商
店
、
㈱
笹
谷
商
店
、
㈱
神
内
商
店
、
㈱
北
海
永
徳
、
㈱
前
川

商
店
、
㈱
和
田
商
店
、
標
津
漁
業
協
同
組
合
産
地
加
工
セ
ン
タ
ー
、
㈲
丸
徳
水
産

▽
運
送
＝
サ
ト
ダ
テ
運
輸
㈲
、
標
栄
運
輸
㈲

（
五
）
製
品
認
証
の
概
要
と
課
題

　

製
品
審
査
で
は
、
先
に
述
べ
た
認
証
審
査
委
員
会
が
、
加
工
場
な
ど
の
現
場
で
総
合
的
な
査
察
を

認
定
施
設
一
覧
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図
11　

地
域
H
A
C
C
P
シ
ス
テ
ム
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図
12　

地
域
H
A
C
C
P
の
基
本
的
な
考
え
方
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実
施
す
る
ほ
か
、
一
般
衛
生
管
理
の
管
理
状
況
、
従
事
者
の
健
康
管
理
・
検
便
の
状
況
、
衛
生
教

育
等
の
履
修
状
況
な
ど
認
定
評
価
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
評
価
（
点
数
制
）、
適
正
表
示
の
確
認
、

添
加
物
（
亜
硝
酸
根
等
）
の
管
理
状
況
、
各
種
細
菌
検
査
（
一
般
生
菌
、
大
腸
菌
群
、
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、
病
原
性
大
腸
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
）
等
の
検
査
基
準
に
適
合
す
る
か
を
審
査

し
、
適
合
が
確
認
さ
れ
れ
ば
認
証
が
与
え
ら
れ
る
。

　

製
品
認
証
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
様
に
専
用
の
認
証
マ
ー
ク
も
作
成
し
て
い

る
（
図
13
）。
こ
れ
は
、
北
海
道
の
地
形
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
サ
ケ
と
ホ
タ
テ
を
「
真
心
」
と
と
も

に
抱
き
か
か
え
て
守
っ
て
や
る
こ
と
で
、「
信
頼
感
」
を
表
現
し
た
図
柄
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、

標
津
町
が
北
海
道
を
代
表
す
る
「
水
産
物
発
信
基
地
」
で
あ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
認
証
実
績
は
、
平
成
十
二
年
に

イ
ク
ラ
加
工
六
業
者
九
製
品
、
平
成
十
三
年
に

ホ
タ
テ
加
工
五
業
者
十
二
製
品
に
つ
い
て
認
証

を
与
え
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
製
品
に
は
先
述
の

認
証
マ
ー
ク
が
シ
ー
ル
で
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
標
津
町
の
主
力
商
品
の
一
つ
で
あ

る
一
般
鮮
魚
介
類
（
カ
レ
イ
、
活
ホ
タ
テ
等
）、

煮
カ
ニ
（
カ
ニ
の
ボ
イ
ル
加
工
）、
ホ
タ
テ
白

図13　認証マーク

「
信
頼
感
」
を
表
現
し
た
図
柄
の
認

証
マ
ー
ク
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干
し
、
新
巻
き
、
サ
ケ
乾
燥
品
と
い
っ
た
製
品
に
つ
い
て
も
認
証
基
準
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

ま
た
、
認
証
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
つ
い
て
も
、「
推
進
委
員
会
」
の
事
務
局
（
標
津
町
水
産
課

ふ
れ
あ
い
加
工
体
験
セ
ン
タ
ー
）
が
進
め
て
い
る
。
製
品
認
証
審
査
会
後
に
、
各
申
請
加
工
場
に
対

し
、
認
証
の
可
否
の
報
告
と
あ
わ
せ
て
工
場
の
認
定
評
価
表
（
二
〇
二
項
目
、
点
数
制
）
の
結
果
お

よ
び
総
合
評
価
を
渡
し
、自
分
た
ち
の
工
場
の
現
状
の
理
解
等
を
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、年
二
回
（
基

本
的
に
は
六
月
と
十
月
）
の
製
品
認
証
審
査
会
に
お
い
て
、
審
査
委
員
か
ら
指
摘
さ
れ
た
加
工
場
や

市
場
な
ど
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
写
真
や
文
書
と
し
て
記
録
を
残
し
、

　

そ
れ
に
対
し
て
加
工
場
の
代
表
者
や
関
係
機
関
に
報
告
し
、改
善
計
画
を
立
て
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
製
品
の
認
証
制
度
を
構
築
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
が
、
製
品
認
証
に
は
現
在
い
く

つ
か
の
課
題
も
出
て
い
る
。

　

第
一
に
、
最
終
製
品
の
使
用
原
料
が
、
現
在
に
お
い
て
は
標
津
前
浜
の
水
産
魚
介
類
で
、
決
め
ら

れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
生
産
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
加
工
業
者
と
し
て
は
、
同

一
の
製
品
の
中
に
認
証
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
製
品
と
貼
ら
な
い
製
品
が
出
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
販
売

先
の
業
者
（
卸
売
市
場
の
荷
受
業
者
な
ど
）
で
混
乱
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

　

第
二
に
、
製
品
認
証
に
つ
い
て
は
、
最
終
製
品
の
み
の
認
証
基
準
（
添
加
物
、
表
示
、
細
菌
検
査

結
果
、
総
合
的
な
品
質
、
官
能
検
査
な
ど
）
だ
け
で
は
な
く
、
加
工
施
設
自
体
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
・
Ｓ
Ｓ
Ｏ

Ｐ
の
管
理
状
況
お
よ
び
健
康
管
理
（
検
診
・
検
便
）
や
衛
生
教
育
の
受
講
実
績
、
工
場
の
査
察
な
ど

製
品
認
証
審
査
会
後
に
は
、
各
申
請

工
場
に
対
し
、
認
証
の
可
否
の
報
告

と
あ
わ
せ
て
工
場
の
認
定
評
価
表
の

結
果
お
よ
び
総
合
評
価
を
渡
し
、
自

分
た
ち
の
工
場
の
現
状
の
理
解
等
を

し
て
も
ら
う
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も
審
査
の
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
際
に
、
特
に
Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
設
定
を
ど
こ
ま
で
厳
し
く
す
る
か
、
合

格
ラ
イ
ン
の
設
定
等
が
課
題
と
し
て
協
議
さ
れ
て
い
る
。

（
六
）
漁
港･

河
川･

漁
場
環
境
の
保
全

　

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
推
進
す
る
上
で
、
周
辺
環
境
の
汚
染
防
止
な
ど
の
対
策
も
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
漁
港
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
標
津
漁
業
協
同
組
合
サ
ケ
定
置
部
会
、
漁
協
青
年
部
・
女
性
部

に
よ
る
定
期
的
な
漁
港
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
漁
港
周
辺
や
港
内
海
水
面
の
ゴ
ミ
を

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
処
理
記
録
し
、
漁
港
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
漁
港
内
を

利
用
す
る
漁
業
者
や
買
受
人
、
運
送
業
者
な
ど
が
港
内
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
な
ど
の
努
力
や
漁
港
内

に
隣
接
し
て
い
る
ホ
タ
テ
採
苗
施
設
の
排
水
な
ど
も
ス
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
を
使
い
港
内
海
水
の
汚
染

を
防
ぐ
努
力
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
北
海
道
大
学
大
学
院
水
産
科
学
研
究
科
と
の
連
携
に
よ
り
、
漁
港
内
海
水
、
前
浜
へ
流

入
し
て
い
る
主
要
河
川
を
年
間
の
流
れ
と
し
て
と
ら
え
、
酪
農
業
で
の
家
畜
糞
尿
や
孵
化
場
排
水
に

よ
る
汚
染
状
況
お
よ
び
漁
場
海
水
へ
の
影
響
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
環
境
保
全
対
策
を
検
証
し

て
い
る
。
町
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
と
農
業
が
相
互
に
理

解
し
、
共
生
す
る
生
産
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
標
津
漁
協
、
標
津
町
農
協
、
標
津
町
で
構
成

す
る
「
産
業
環
境
に
関
す
る
三
者
会
議
」
を
立
ち
上
げ
た
。
道
内
で
も
例
を
見
な
い
取
り
組
み
だ
が
、

事
業
内
容
と
し
て
は
、
サ
ケ
・
マ
ス
の
資
源
対
策
の
一
環
と
し
て
、
稚
魚
の
放
流
後
に
大
き
な
影
響

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
推
進
す
る
上

で
、
漁
港
内
の
汚
染
を
防
止
す
る
こ

と
は
重
要
な
要
素
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を
受
け
る
河
川
環
境
の
保
全
で
、
ホ
タ
テ
貝
殻
焼
成
製
品
を
使
っ
た
河
川
水
の
浄
化
な
ど
で
あ
る
。

（
七
）
普
及
啓
発
活
動
及
び
波
及
効
果
に
つ
い
て

　

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
導
入
し
て
十
年
目
近
く
を
迎
え
る
が
、
導
入
当
初
は
普
及
啓
発
が
不
十
分
で

あ
り
地
域
内
外
に
取
り
組
み
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
感
が
あ
っ
た
た
め
、
取
り
組
み
を
幅
広
い
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
次
の
よ
う
な
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・
普
及
啓
発
資
料
の
作
成
：
新
聞
記
事
・
業
界
紙
へ
の
掲
載
、
放
送
局
で
の
ニ
ュ
ー
ス

・
全
日
空
商
事
に
よ
る
全
日
空
系
列
機
内
紙
に
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
掲
載
記
事
（
平
成
十
三
年
十
一
～

十
二
月
、
国
内
・
国
際
線
に
一
三
〇
万
部
）

・
道
主
催
に
よ
る
全
道
各
地
で
の
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
事
例
発
表
会
へ
の
参
加
や
、
各
地
域
で
の
地
域

ハ
サ
ッ
プ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
（
標
津
町
、
京
都
市
、
札
幌
市
、
川
崎
市
な
ど
）

・
標
津
町
サ
ケ
・
ホ
タ
テ
消
費
流
通
対
策
協
議
会
事
業
に
お
け
る
東
京
・
大
阪
・
九
州
で
の
物
産
展

で
の
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
Ｐ
Ｒ

・
地
元
に
お
い
て
観
光
協
会
と
連
携
し
た
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
体
験
ツ
ア
ー
（
網
起
こ
し
ツ
ア
ー
）
の

試
行
、
実
施
に
よ
り
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
を
説
明
し
な
が
ら
一
般
消
費
者
に
自
分
の

目
で
見
て
も
ら
い
実
感
し
て
も
ら
っ
た
（
後
述
）。

　

ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
普
及
啓
発
活
動
も
奏
功
し
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
に
よ
っ
て
地
域
へ

の
様
々
な
波
及
効
果
も
生
じ
て
い
る
。

普
及
啓
発
活
動

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
に
よ
っ
て

地
域
へ
の
様
々
な
波
及
効
果
も
生
じ

て
い
る
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①　

サ
ケ
魚
価
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
秋
サ
ケ
の
オ
ス･

メ
ス
や
Ｂ
ブ
ナ
・
Ｂ
Ｂ
（
Ｂ
ブ
ナ
の
中

で
も
よ
り
低
品
質
な
サ
ケ
）
な
ど
の
構
成
比
が
全
道
各
地
で
違
う
た
め
単
純
な
平
均
単
価
（
円
／

キ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
全
道
平
均
と
比
較
で
き
な
い
が
、
特
に
銀
毛
が
少
な
く
八
五
％
以
上
ブ
ナ
鮭
の

構
成
で
の
標
津
の
平
均
単
価
が
全
道
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
ハ
サ
ッ
プ
の
取
組

み
の
波
及
も
考
え
ら
れ
る
（
注
２
）。

②　

イ
ク
ラ
製
品
の
主
原
料
と
な
る
秋
サ
ケ
（
Ｂ
ブ
ナ
メ
ス
）
は
、
秋
サ
ケ
の
中
で
も
イ
ク
ラ
用
と

し
て
は
最
も
魚
価
が
高
い
（
注
２
）
が
、
根
室
管
内
（
根
室
市
、
別
海
、
野
付
、
羅
臼
、
標
津
）

で
の
Ｂ
ブ
ナ
メ
ス
の
高
値
の
比
較
調
査
で
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
十
七
年
度
の
い
ず
れ
も
管
内

平
均
単
価
を
六
・
六
％
（
一
六
円
か
ら
三
五
円
）
標
津
が
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
成
二
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
サ
ケ
定
置
漁
業
者
の
鮮
度
保
持
対
策
が
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
、
そ
の

精
度
を
高
め
秋
サ
ケ
の
品
質
が
高
い
レ
ベ
ル
で
平
均
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③ 　

秋
サ
ケ
全
般
の
品
質
の
向
上
に
よ
り
、
輸
出
先
で
あ
る
中
国
（
大
連
の
加
工
業
者
）
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
た
（
注
３
）。

　
（
鮮
度
保
持
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
か
ら
、
解
凍
時
の
身
割
れ
が
少
な
い
こ
と
や
、
寄
生
虫
が
極

端
に
少
な
い
こ
と
な
ど
。）

④ 　

漁
港
を
使
う
漁
業
者
な
ど
が
、
港
内
や
岸
壁
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
努
力
を
し
た
こ
と
か
ら
カ
モ

メ
や
カ
ラ
ス
が
激
減
し
、
鳥
の
糞
な
ど
の
環
境
汚
染
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
漁
港
内
が
清
潔

に
な
り
臭
い
も
な
く
な
っ
た
。

平
成
二
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
サ

ケ
定
置
漁
業
者
の
鮮
度
保
持
対
策
が

地
域
ハ
サ
ッ
プ
に
よ
り
、
そ
の
精
度

を
高
め
秋
サ
ケ
の
品
質
が
高
い
レ
ベ

ル
で
平
均
化
し
た
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⑤　

加
工
場
に
お
い
て
は
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
管
理
記
録
が
大
手
量
販
店
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
目
に
と
ま
り
、
新
規
商
談
の
機
会
が
増
え
た
。

⑥ 　

加
工
場
従
事
者
の
衛
生
意
識
が
高
ま
っ
た
。

⑦ 　

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
ク
レ
ー
ム
対
策
に
威
力
を
示
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
以
前
に

比
べ
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

⑧ 　

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取
組
み
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
首
都
圏
の
小
中
高
な
ど
が
修
学
旅
行
地
と

し
て
標
津
町
を
訪
れ
、
地
域
水
産
業
の
現
場
（
秋
サ
ケ
荷
揚
げ
、
加
工
場
な
ど
）
を
生
き
た
教
材

と
し
て
見
学
し
た
り
、
イ
ク
ラ
造
り
体
験･

忠
類
川
で
の
鮭
釣
り
、
酪
農
体
験
な
ど
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
に
波
及
し
、
修
学
旅
行
二
〇
校
・
約
三
千
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
（
詳
細
は
後
述
）。

⑨ 　

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
「
安
全
・
安
心
」「
高
鮮
度
」
の
水
産
物
を
使
っ
た
食
体
験
ツ
ア
ー

が
生
ま
れ
、
昨
年
度
は
約
九
千
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

⑩ 　

平
成
十
四
年
度
農
林
水
産
省
水
産
白
書
に
は
、
標
津
町
の
地
域
に
よ
る
衛
生
対
策
「
標
津
町
地

域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
取
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

⑪ 　

平
成
十
六
年
度
に
は
、
北
海
道
開
発
局
主
催
の
「
わ
が
村
は
美
し
く
－
北
海
道
」
運
動
第
二
回

コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
４
地
域
特
産
物
部
門
で
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取
組
み
が
金
賞
を
受
賞
し
た
。

⑫ 　
「
北
海
道
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取
組
み
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
評
価
」
の

論
文
が
、
水
産
庁
防
災
漁
村
課
、
北
海
道
開
発
局
函
館
開
発
建
設
部
、
北
海
道
大
学
大
学
院
水
産

科
学
研
究
院
、
北
海
道
標
津
町
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
平
成
二
十
二
年
七
月
、
日
本
水
産
学
会
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に
発
表
さ
れ
た
。（
日
本
水
産
学
会
誌　

V
ol.76, N

o.4, July2010

）　

⑬ 　

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
こ
の
取
組
み
に
よ
っ
て
大
き
な
食
品
事
故
（
食
中
毒
事
件
な
ど
）

が
起
き
て
い
な
い
こ
と
。

（
八
）
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て

　

以
上
の
よ
う
に
様
々
な
効
果
が
あ
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
解
決
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
様
々
な
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

　

ま
ず
「
い
か
に
現
在
の
取
り
組
み
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
け
る
か
」
と
い
う
課
題
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
一
つ
目
に
は
水
産
業
界
そ
れ
ぞ
れ
の
従
事
者
の
意
識
で
あ
り
、
二
つ
目
に

は
外
部
か
ら
の
査
察
・
指
導
体
制
の
さ
ら
な
る
整
備
で
あ
る
と
考
え
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
や
は

り
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
対
す
る
真
の
評
価
（
生
産
者
、
加
工
業
者
、
運
送
業
者
な
ど
へ
の
経
済
波
及
）

が
少
し
ず
つ
で
も
現
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
後
者
に
お
い
て
は
評
価
基
準
の
確
立
が

現
場
と
し
て
の
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ま
だ
ま
だ
普
及
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
こ
と
と
、
認
証
製
品
の
販
売
先
で
あ
る
市
場
の
荷
受
業

者
や
中
間
流
通
業
者
の
、
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
対
す
る
認
識
が
ま
だ
弱
い
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
一
般
消

費
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な
い
こ
と
も
課
題
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
一
地
域
だ
け

で
の
普
及
啓
発
に
は
限
度
が
あ
る
た
め
、
北
海
道
の
事
業
と
し
て
さ
ら
な
る
支
援
を
望
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
こ
の
取

組
み
に
よ
っ
て
大
き
な
食
品
事
故

（
食
中
毒
事
件
な
ど
）
が
起
き
て
い

な
い
こ
と

一
地
域
だ
け
で
の
普
及
啓
発
に
は
限

度
が
あ
る
た
め
、
北
海
道
の
事
業
と

し
て
さ
ら
な
る
支
援
を
望
ん
で
い
る
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ま
た
繰
り
返
し
と
な
る
が
、平
成
十
一
年
度
に
完
成
し
た「
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
マ
ニ
ュ

ア
ル
策
定
報
告
書
」
に
は
加
工
場
に
お
け
る
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
項
目
と
し
て
概
要
的
な
方
針
が
掲

げ
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ざ
実
践
に
移
っ
て
み
る
と
、
ソ
フ
ト
面
で
の
細
部
に
わ
た
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
加
工
場
に
お
け
る
「
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
評
価
基
準
」
と
し

て
二
〇
〇
項
目
以
上
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
・
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
を
精
査
し
、
評
価
表
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
米
国
や

コ
ー
デ
ッ
ク
ス
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
整
合
性
の
部
分
が
以
前
か
ら
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
特
に
ハ
ー
ド
的
な
基
準
（
原
料
受
入
口
の
二
重
化
な
ど
）
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
が
懸
案

と
な
っ
て
い
る
。

　

先
述
の
と
お
り
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
は
、
当
初
か
ら
、
お
金
を
掛
け
て
米
国
と
同
じ
シ
ス

テ
ム
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。
漁
獲
～
市
場
～
加
工
場
～
運
送
の
各
工
程
で
何
が
危
害

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
か
を
検
討
し
、
そ
の
危
害
が
防
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
コ
ー
デ
ッ
ク

ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
位
置
付
け
て
お
い
て
、
常
に
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
す
姿
勢
は
持
っ
て
い

こ
う
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
「
標
津
町
の
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
い
わ
ゆ

る
『
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
』
と
は
、
ほ
ど
遠
い
内
容
で
す
ね
」
と
指
摘
す
る
方
も
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
域
と
し
て
は
「
高
度
衛
生
管
理
」
の
延
長
と
し
て
捉
え
て
も
ら
っ
て
も
構
わ
な
い
、
と
も
思
っ
て

い
る
。

　

既
存
の
形
に
こ
だ
わ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
自
体
を
難
し
く
す
る
よ
り
も
、
地
域
の
環
境
条
件
に
あ
わ

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
は
、
当

初
か
ら
、
お
金
を
掛
け
て
米
国
と
同

じ
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
な
い
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せ
て
「
何
が
現
在
、
危
害
と
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
を
業
界
全
体
で
考
え
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
安
全
な
食
品
の
提
供
」
と
い
っ

た
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
か
う
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

　

地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
未
だ
に
前
例
が
な
い
取
り
組
み
な
の
で
、
評
価
基
準
に
つ
い
て
北
海
道
や
国

の
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
推
進
す
る
事
に
よ
り
、
国
内
流
通

食
品
の
安
全
性
は
飛
躍
的
に
上
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
取
り
組
み
の

真
意
を
、
流
通
業
者
や
消
費
者
に
一
人
で
も
多
く
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
事
業
を
押
し
進
め
て

い
る
北
海
道
は
も
ち
ろ
ん
、
国
か
ら
も
普
及
啓
発
支
援
並
び
に
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
合
せ
先
】
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
委
員
会
（U

R
L

: shibetsu.net/haccp/

）

・
標
津
町
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
委
員
会
総
括
事
務
局　

標
津
町
ふ
れ
あ
い
加
工
体
験
セ
ン
タ
ー
内

　
　

標
津
郡
標
津
町
北
五
条
東
一
―
二
―
八　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
五
三
―
八
二
―
三
七
四
〇 

・
標
津
漁
業
協
同
組
合
地
域
ハ
サ
ッ
プ
推
進
対
策
事
務
局　

　
　

標
津
郡
標
津
町
北
六
条
東
一
―
二
―
一　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
五
三
―
八
二
―
二
一
四
一
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四
．
水
産
業
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

（
一
）
観
光
を
活
用
し
た
水
産
振
興

　

第
三
章
で
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
説
明
を
記
述
し
た
が
、
こ
れ
ら
先
進
的
な
取
組
み
を
ど
の
よ
う
に

消
費
者
に
伝
え
て
い
こ
う
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
た
の
は
、
開
始
後
間
も
無
く
の
こ
と
で
あ
る
。

　

以
前
は
、
観
光
関
係
者
か
ら
観
光
資
源
の
有
力
な
も
の
と
し
て
、
港
で
鮭
の
水
揚
げ
作
業
を
見
学

出
来
な
い
も
の
か
と
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
漁
業
者
か
ら
は
生
産
の
現
場
で
あ
り
安
全
上
好
ま
し
く

な
い
こ
と
や
、
先
人
の
苦
難
の
歴
史
と
と
も
に
築
き
上
げ
た
漁
業
だ
け
に
遊
び
の
道
具
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
と
の
考
え
か
ら
観
光
客
に
開
放
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
同
事
業
を
契
機
と
し
て
消
費
者
へ
の
理
解
や
普
及
・
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
方
策
と
し

て
、
現
場
へ
消
費
者
を
招
き
入
れ
る
こ
と
が
得
策
で
は
な
い
か
と
の
意
識
転
換
が
図
ら
れ
、
観
光
関

係
者
な
ど
が
案
内
役
や
朝
食
の
準
備
を
担
う
な
ど
、
協
力
・
連
携
の
も
と
に
、
平
成
十
二
年
の
九
月

に
初
め
て
と
な
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、「
ど
う
せ
買
う
な
ら
衛
生
管
理
が
徹
底
し
て
い
る
。
標
津
産
！
」「
漁
業
者
の

仕
事
ぶ
り
に
感
動
し
た
！
」「
他
で
は
見
ら
れ
な
い
観
光
と
し
て
も
面
白
い
！
」と
高
評
価
で
あ
っ
た
。

地
元
も
、
漁
業
生
産
活
動
の
一
翼
を
担
い
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
繋
が
る
と
の
受
け
止
め
方
だ
っ
た
。
当

然
、
観
光
（
消
費
者
）
誘
客
の
目
玉
と
し
て
も
可
能
性
が
高
い
と
漁
業
関
係
者
と
観
光
関
係
者
の
利

害
認
識
が
一
致
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
か
ら
高
評
価
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こ
の
よ
う
に
水
産
振
興
の
た
め
に
観
光
を
活
用
し
て
行
う
と
い
う
切
り
口
は
、
地
域
全
体
で
受
け

止
め
て
い
く
体
制
作
り
が
必
要
で
あ
り
、
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
標
津
町
と
し
て
も
「
交
流
人
口

の
拡
大
」
を
指
向
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
三
年
五
月
に
は
標
津
町
長
が
呼
掛
け
人
と
な
り
受

け
皿
と
な
る
「
標
津
町
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
交
流
推
進
協
議
会
」（
図
14
）
が
組
織
さ
れ
、人
材
の
養
成
、

組
織
の
協
働
と
連
携
の
構
築
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
、
Ｐ
Ｒ
対
策
、
受
入
実
践
な
ど
具
体
的
な

取
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

活
動
の
手
始
め
は
、
地
域
ハ
サ
ッ
プ
モ
ニ
タ
ー
事
業
に
お
い
て
必
要
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
地

元
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
ガ
イ
ド
）
の
養
成
で
あ
っ
た
。
正
に
白
紙
か
ら
の
取
組
み
だ
っ
た
だ
け
に

町
民
の
中
で
、
ガ
イ
ド
を
担
え
る
よ
う
な
人
材
の
発
掘
に
は
苦
慮
し
た
も
の
の
初
回
の
研
修
に
は
、

五
〇
名
以
上
の
住
民
が
参
加
し
て
く
れ
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
研
修
後
、受
講
者
か
ら
は「
本

当
に
都
会
か
ら
人
が
来
る
の
で
す
か
？
」
と
の
疑
問
の
声
も
上
が
っ
た
が
、
当
時
は
先
ず
誘
客
を
進

め
る
た
め
に
は
、
受
入
の
基
盤
を
整
え
る
の
が
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
勝
算
は
無
い
が
、
地
域
を

挙
げ
て
頑
張
る
し
か
な
い
、
思
い
は
叶
う
と
い
う
の
が
関
係
者
（
主
催
者
）
の
本
音
で
あ
り
、
千
里

の
道
も
・
・
・
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
二
）
サ
ケ
を
中
心
と
し
た
観
光
の
推
進

　

過
去
、
標
津
町
の
観
光
事
情
は
、
知
床
や
阿
寒
な
ど
の
国
立
公
園
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
釧
路
湿
原
な
ど
の
名
立
た
る
観
光
地
を
抱
え
る
自
治
体
が
周
辺
を
囲
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
型
の
温
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顧
　

　
　
　

問

ア
ド

バ
イ
ザ

ー

北
海

道
根

室
振

興
局

釧
根

東
部

森
林

管
理

署

会
　
　
　
　
　
長

標
津

町
観

光
協

会

副
　

会
　

長

事
　

務
　

局

標
津

町
　

商
工

観
光

課

北海道スポツフシング協会

　　　　　　標津支部忠類川プロジクト

⑮

標津町サケ・ホタテ

標津町商工会　女性部

標津町商工会　青年部

　　消費流通対策協議会

⑱標津町

⑯

標津町グリンツリズムフレンズ

標津町観光ガイド協議会
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標津漁業協同組合　女性部

標津漁業協同組合　青年部
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標津町商工会
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同
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会

　
会
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エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
交
流
推
進
協
議
会
組
織
図
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泉
宿
泊
施
設
を
有
し
て
い
る
な
ど
、
滞
在
地
と
し
て
は
不
利
な
実
情
も
あ
り
、
典
型
的
な
通
過
型
の

地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
六
年
ご
ろ
の
一
時
、
森
繁
久
彌
さ
ん
作
詩
・
作
曲
の
「
し
れ

と
こ
の
岬
に
ハ
マ
ナ
ス
の
咲
く
こ
ろ
・
・
・
」
と
い
う
『
知
床
旅
情
』
が
加
藤
登
紀
子
さ
ん
に
よ
り

歌
わ
れ
、
全
国
的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
か
ら
、
観
光
に
お
い
て
も
知
床
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
「
カ

ニ
族
」
と
呼
ば
れ
る
大
勢
の
若
者
が
、
秘
境
の
地
に
思
い
を
馳
せ
、
知
床
の
玄
関
口
で
あ
る
「
根
室

標
津
駅
」に
降
り
立
ち
、俄
か
に
賑
わ
い
を
見
せ
た
時
代
も
あ
っ
た
。（
※
カ
ニ
族
と
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
を
背
負
い
、
バ
ス
や
汽
車
の
中
を
横
に
歩
く
姿
が
カ
ニ
に
似
て
い
る
例
え
か
ら
そ
う
言
わ
れ
て
い

た
。）

　

当
時
は
、
旅
館
・
民
宿
の
従
業
員
な
ど
観
光
関
係
者
が
歓
迎
の
手
旗
を
携
え
駅
で
出
迎
え
た
り
、

知
床
羅
臼
行
き
の
定
期
路
線
バ
ス
が
満
車
に
な
り
急
遽
、
臨
時
便
が
二
台
、
三
台
と
増
便
さ
れ
る
ほ

ど
活
況
を
呈
し
て
い
た
が
、
一
部
の
心
無
い
観
光
業
者
の
行
い
が
悪
評
を
招
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

ブ
ー
ム
は
そ
う
長
続
き
も
せ
ず
、
観
光
客
の
足
は
徐
々
に
遠
の
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
但
し
、
多

く
の
人
が
動
け
ば
そ
れ
で
良
い
の
か
と
い
う
疑
問
は
あ
る
が
）。

　

昭
和
五
十
七
年
頃
に
は
、
町
内
を
流
れ
る
薫く
ん
べ
つ別
川
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
鮭
が
遡
上
し
、
川
に
立
て

た
棒
が
ひ
し
め
く
鮭
の
群
れ
で
倒
れ
そ
う
な
ほ
ど
と
な
っ
た
。
そ
の
話
題
が
Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

な
ど
で
全
国
放
送
さ
れ
た
こ
と
で
、
観
光
ツ
ア
ー
バ
ス
が
急
遽
コ
ー
ス
に
入
れ
る
な
ど
、
多
く
の
見

物
客
が
当
地
を
訪
れ
た
。
当
時
は
、
大
挙
し
て
人
が
来
る
と
は
予
想
も
出
来
ず
、
ま
た
そ
れ
ら
を
受

け
入
れ
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
交
通
整
理
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
対
応
に
苦
慮
す

昭
和
四
十
六
年
ご
ろ
、『
知
床
旅
情
』

が
全
国
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、
観
光
に
お

い
て
も
知
床
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ

り
、
賑
わ
い
を
見
せ
た

昭
和
五
十
七
年
頃
、
薫
別
川
に
溢
れ

ん
ば
か
り
の
鮭
が
遡
上
し
、
Ｔ
Ｖ

ニ
ュ
ー
ス
で
全
国
放
送
さ
れ
た
こ
と

も
相
俟
っ
て
、
観
光
ツ
ア
ー
バ
ス
が

急
遽
コ
ー
ス
に
入
れ
る
な
ど
、
多
く

の
見
物
客
が
当
地
を
訪
れ
た
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る
状
況
で
あ
っ
た
が
、
一
方
地
域
の
観
光
関
係
者
の
間
で
は
、「
鮭
で
観
光
誘
客
が
図
れ
る
。
当
地

が
目
的
地
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
？
」、「
な
に
か
鮭
観
光
と
い
う
も
の
が
出
来
な
い
か
な
」

と
い
う
こ
と
が
論
議
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
の
観
光
推
進
の
布
石
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　

以
上
の
経
緯
は
後
の
町
づ
く
り
新
計
画
（
昭
和
六
十
二
年
策
定
）
の
中
で
、
地
元
ら
し
さ
を
具
現

化
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
プ
ラ
ン
の
象
徴
に
〝
鮭
〟
を
位
置
付
け
す
る
要
因
と
な
っ
た
。
プ
ラ

ン
で
は
、
鮭
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
街
路
灯
な
ど
の
景
観
整
備
、
鮭
を
中
心
と
し
た
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
新
た
な
名
物
づ
く
り
や
食
へ
の
活
用
推
進
を
目
指
す
も
の
で
、
中
で
も
施
策
事
業
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
た
シ
ン
ボ
ル
施
設
の
整
備
で
は
、
平
成
三
年
九
月
に
鮭
の
文
化
・
産
業
・
生
態
・
歴
史
な

ど
を
居
な
が
ら
に
し
て
学
ぶ
こ
と
が
可
能
な
、
鮭
に
特
化
し
た
水
族
館
「
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
」

が
建
設
さ
れ
、
現
在
で
も
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
鮭
を
中
心
と
し
た
観
光
推
進
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
（
写
真
８
、
写
真
９
）。

　

不
況
と
と
も
に
厳
し
さ
を
ま
す
観
光
の
状
況

　

バ
ブ
ル
の
崩
壊
を
契
機
と
し
た
景
気
の
低
迷
は
、
公
共
事
業
の
削
減
な
ど
地
域
へ
暗
い
影
を
落
と

し
始
め
る
。
今
ま
で
、
公
共
工
事
頼
み
に
よ
る
工
事
関
係
者
を
中
心
に
宿
泊
営
業
を
行
っ
て
い
た
旅

館
・
民
宿
な
ど
は
こ
の
ま
ま
状
況
が
進
め
ば
、
当
然
経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
警
戒
感
を
強
め

た
。
当
時
、
本
州
の
あ
る
町
で
は
公
共
工
事
の
減
少
に
よ
り
駅
前
の
旅
館
三
、四
軒
が
潰
れ
て
な
く



−　−47

写真９　サーモン科学館大水槽

写真８　サーモン科学館の概観
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な
っ
た
な
ど
の
話
も
現
実
的
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
地
域
に
お
け
る
危
機
感
は
共
通
の
も
の

と
な
っ
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
、
何
か
し
ら
手
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
!!
」

　

そ
れ
ま
で
は
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
終
始
し
て
い
た
観
光
協
会
自
体
も
具
体
的
な
滞
在
誘
客

に
向
け
た
実
践
活
動
が
必
要
と
の
認
識
で
一
致
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
旅
館
組
合
も
組
織
の
再
構
築
が

図
ら
れ
、
具
体
的
な
検
討
や
活
動
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
た
。

　

日
本
初
、
サ
ー
モ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
事
業
の
着
手

　

町
の
基
幹
を
成
す
鮭
の
水
揚
げ
は
、
い
わ
ゆ
る
孵
化
放
流
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
放
流
さ
れ

た
稚
魚
は
、
四
年
程
度
大
海
原
で
暮
ら
し
成
魚
と
な
り
、
育
っ
た
川
に
遡
上
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

を
河
口
近
く
に
仕
掛
け
た
定
置
網
で
捕
獲
す
る
。
過
去
に
は
、
そ
の
河
川
で
産
声
を
上
げ
た
稚
魚
の

み
が
回
帰
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
親
魚
を
捕
獲
し
た
場
所
や
人
工
孵
化

を
行
っ
た
場
所
と
い
う
よ
り
も
、
放
流
し
た
河
川
に
回
帰
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

親
魚
捕
獲
河
川
の
集
約
化
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
七
年
度
に
サ
ケ
マ
ス
増
殖
事
業
の
経
営

合
理
化
に
よ
り
標
津
町
の
忠
類
川
を
含
む
北
海
道
内
の
三
八
河
川
に
お
い
て
捕
獲
事
業
が
廃
止
と

な
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
忠
類
川
に
多
く
の
鮭
が
遡
上
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
当
然
密
漁
者
の
増
加
と
環
境
悪
化

が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
合
法
的
な
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
事
業
が
検
討
さ
れ
た
。
北

「
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
、
何
か
し

ら
手
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
!!
」

合
法
的
な
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
事
業
が
検

討
さ
れ
た
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海
道
内
の
鮭
・
マ
ス
は
河
川
で
の
捕
獲
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
水
産
庁
や
北
海
道
と
の
議
論
を
積
み
重

ね
、
有
効
利
用
調
査
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と

は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
（
写
真
10
）。

　

地
域
の
観
光
事
業
者
も
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
誘
客

に
つ
な
げ
よ
う
と
の
意
欲
か
ら
、
全
国
の
先
進
地
に

お
け
る
視
察
研
修
の
実
施
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

や
関
係
機
関
へ
調
査
事
業
へ
の
参
加
を
促
す
活
動

は
、
地
域
の
危
機
感
と
と
も
に
意
欲
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
は
、
多
く
の
国
民
が
標
津
町
を

知
る
切
っ
掛
け
と
な
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
が
、
通
過
地
か
ら
目
的
地
へ
変

貌
を
遂
げ
る
可
能
性
を
予
感
さ
せ
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

（
三
）
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

　

誘
客
を
促
進
さ
せ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
は
、
観
光
関
係
者
や
新
た
に
生
ま
れ
た
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
連
携
か
ら
着
手
し
た
。
現
在
も
そ
の
活
動
は
継
続
し
て
い
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り

（
体
験
商
品
）
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
交
流
の
促
進
」
と
し
て
い
る
。

写真10　サーモンフィッシング

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
交
流
の
促
進
」
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地
域
の
自
然
・
産
業
・
文
化
・
食
な
ど
を
通
し
て
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
活
発
化
さ
せ
よ
う
と

言
う
の
が
趣
旨
で
、
合
わ
せ
て
お
か
れ
て
い
る
課
題
な
ど
を
解
決
で
き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
重
要

で
あ
る
。
例
え
ば
、
今
は
ほ
と
ん
ど
切
り
身
の
鮭
し
か
目
に
す
る
こ
と
が
無
く
な
っ
た
。
産
地
と
し

て
は
耐
え
難
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
で
あ
れ
ば
、
魚
食
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
新
巻
鮭
作
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
よ
う
に
地
元
の
思
い
を
プ
ラ
グ
ラ
ム
化
し
た
も
の
、
観
光
客
ニ
ー
ズ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
視
点
で
開
発
し
た
も
の
な
ど
、
当
初
は
二
〇
以
上
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
。〔
現
在
は
五
〇
以
上
〕（
表
５
）

　

交
流
事
業
の
受
入
実
践
活
動

　

当
初
、
来
訪
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
一
般
消
費
者
で
あ
っ
た
が
、
い
ち
早
く
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

い
た
の
は
教
育
関
係
者
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
文
科
省
の
教
育
課
程
に
お
い
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
漁
業
や
農
業
に
求
め
る
傾
向
や
食
育
が
子
供
た
ち
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
教
育
テ
ー
マ

で
あ
る
と
の
背
景
が
あ
っ
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
反
応
は
早
か
っ
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
で
は
、
本
当
に
人
が
来
る
の
か
と

の
声
が
上
が
っ
た
が
、
研
修
会
の
終
了
後
三
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
、
偶
然
に
も
旅
行
会
社
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
例
年
北
海
道
を
訪
れ
て
い
る
と
い
う
岐
阜
県
の
山
間
部
に
あ
る
中
学

校
が
、
水
産
業
と
北
方
領
土
の
学
習
を
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
思
い
は
叶
う
で
あ
る
。
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表５　体験交流プログラム一覧表

標津サーモン科学館 見学、 採卵実習、 解体実習など

漁業体験
鮭定置網、 荷揚げ作業、 イクラづくり、 新巻鮭づくり、 朝の市場見学、

ホタテ漁見学

農林業体験 芋掘り ・ 芋料理、 森林間伐　枝打ち、 植林、 酪農、 農家ホームステイ

北方領土学習 北方領土学習

工芸体験 流木アート、 木工

自然アウトドア体験

サーモンフィッシング、渓流釣り、波止釣り （海の公園釣突堤）、海釣り、

シーカヤック

ホエールウォッチング、 アザラシウォッチング、 シカウォッチング、 バー

ドウォッチング、 武佐岳登山、 野付半島自然観察

乗馬、 標津湿原自然観察、 パークゴルフ

ウィンタープログラム
流氷見学、 クロスカントリースキー、 スキー、 スノーシュートレッキング ・

南知床コース、 スノーシュートレッキング ・ 野付半島コース

祭 ・ 文化体験
しべつ活々ホタテ祭り、 標津町民祭り　水 ・ キラリ、 しべつあきあじまつ

り、 とどわら太鼓

味覚体験

ちゃんちゃん焼き、 秋あじ鍋、 山菜採り ・ 山菜料理、 三平汁 ・ 鮭料理、

ジンギスカンバーベキュー、 貝剥き ・ ホタテ料理

芋餅づくり、 そば打ち、 煎餅焼き

体験施設

生涯学習センター 「あすぱる」 （北方領土学習200名 ・ 料理体験40名）、

標津文化ホール （料理体験20名他）

標津漁協第二市場 （ちゃんちゃん焼き200名）、 北方領土館 （北方領土

学習40名）

※この他にも生キャラメルづくりや外来種駆除体験、 ジャングルカヌーなど新たなプログラムも 

あり、 おおよそ55プログラムある。

資料 ： 標津町エコ ・ ツーリズム交流推進協議会のパンフレットを元に作成
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写真11　体験プログラムの一例「新巻鮭づくり」

写真12　体験プログラムの一例「いくらもみ」

写真13　体験プログラムの一例「酪農体験」
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早
速
、
関
係
者
を
招
集
し
受
け
入
れ
協
議
と
準
備
を
進
め
た
。

　

困
難
は
予
測
さ
れ
た
が
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
漁
業
体
験
や
北
方
領
土
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準

備
を
行
っ
た
。
特
に
問
題
に
な
っ
た
の
が
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
当
初
は
管
理
上
の
問
題
か
ら
、
一
箇

所
に
宿
泊
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
学
校
側
か
ら
の
要
望
で
あ
っ
た
。
大
型
の
宿
泊
施
設
を
持
た
な
い

当
地
の
受
入
は
難
色
も
持
た
れ
た
が
、
逆
転
の
発
想
で
小
さ
な
宿
で
し
か
出
来
な
い
家
庭
的
な
雰
囲

気
づ
く
り
や
体
験
食
事
の
工
夫
な
ど
宿
泊
も
体
験
の
一
部
と
し
て
一
つ
の
団
体
（
学
校
）
を
四
軒
程

度
に
分
宿
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
学
校
の
理
解
を
得
た
。

　

分
宿
の
受
入
は
、
体
験
食
事
な
ど
宿
の
女
将
な
ど
と
の
交
流
が
生
徒
や
先
生
か
ら
も
好
評
を
い
た

だ
き
、
自
信
を
深
め
た
こ
と
か
ら
以
後
の
受
入
は
必
ず
分
宿
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　

活
動
か
ら
二
年
目
に
は
、京
都
の
小
学
生
（
五
年
生
）
一
六
〇
名
以
上
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鮭
に
関
す
る
学
校
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
、
関
係
者
が
学
校
に
直
接
訪
問
し
た
熱
意
や
地
域

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
取
り
組
む
町
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
や
、
当
該
校
に
あ
っ
て
も
、
当
時
「
命
の

教
育
」
を
テ
ー
マ
に
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
誕
生
か
ら
産
卵
の
た
め
故
郷
回
帰
と
約

四
年
で
生
涯
を
遂
げ
る
「
鮭
」
を
題
材
に
す
る
こ
と
が
、
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
子
供
た
ち
が
理
解
し

や
す
い
の
だ
と
の
結
論
で
あ
る
。

　

現
在
で
は
、
首
都
圏
や
関
西
圏
の
高
校
な
ど
の
受
入
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
産
の
仕
組
み

や
食
の
加
工
体
験
、
道
東
で
し
か
味
わ
え
な
い
自
然
の
醍
醐
味
、
温
か
な
も
て
な
し
に
よ
る
地
域
の

人
々
と
の
交
流
が
、
子
供
達
の
情
操
を
養
う
の
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
の
共
通
し
た
評
価
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が
、
来
訪
の
要
因
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
取
組
み
で
は
、
二
〇
団
体
（
学
校
含
む
）
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
う
ち
十
二

団
体
（
六
割
）
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
学
校
の
場
合
は
①
毎
年
、
生
徒
が
替
わ
る
。

②
教
育
効
果
を
重
要
視
す
る
。
③
先
輩
か
ら
後
輩
に
、
体
験
交
流
の
感
動
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
三
つ
が
決
定
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
平
成
十
四
年
に
初
め
て
来
町
し
た
東
京
の
女
子
中
学

校
は
九
年
連
続
し
て
当
地
を
目
的
地
と
し
て
選
択
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

近
年
の
道
東
観
光
は
、
関
西
圏
か
ら
の
直
行
便
の
廃
止
、
機
材
の
縮
小
な
ど
航
空
事
情
の
影
響
か

ら
一
様
に
観
光
客
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
に
お
い
て
順
風
満
帆
と
い
う
実
情
に
は
な

い
た
め
、
信
頼
を
勝
ち
得
て
い
く
努
力
は
、
今
以
上
に
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　　

地
産
地
消
の
取
組
み
実
践

　

旅
の
楽
し
み
に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
郷
土
の
食
」
で
あ
る
。
当
町
は
地
域
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
裏
打
ち

さ
れ
た
新
鮮
・
安
心
・
安
全
の
地
場
産
品
提
供
を
常
と
し
て
い
る
。こ
う
し
た
地
産
地
消
の
取
組
み
は
、

宿
泊
施
設
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
町
内
飲
食
業
へ
も
波
及
し
、
観
光
誘
客
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
「
旨

い
昼
ご
は
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
の
九
月
に
は
、
根
室
中

標
津
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
よ
り
、
首
都
圏
か
ら
八
〇
〇
人
の
観
光
客
を
招
き
、
イ
ク
ラ
の
か

け
放
題
イ
ベ
ン
ト
や
三
平
汁
や
炭
火
焼
き
な
ど
郷
土
料
理
の
提
供
、
特
産
品
販
売
な
ど
、
都
市
住
民

に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
事
業
が
展
開
さ
れ
、
地
域
に
お
い
て
も
経
済
効
果
や
ブ
ラ
ン
ド
ア
ピ
ー
ル
な
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ど
成
果
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

現
在
は
ツ
ア
ー
観
光
客
向
け
に
提
供
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当（
写
真
）・
定
食
の
創
作
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
は
既
に
旅
行
会
社
か
ら
二
，
五
〇
〇
食
程
度
の
引
き
合
い
が
あ
る
な
ど
、
成
果
が
表

れ
つ
つ
あ
り
、
地
域
食
材
の
積
極
活
用
に
よ
っ
て
幅
広
い
受
入
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
促
進
や
標

津
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
に
向
け
た
取
組
み
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

五
．
お
わ
り
に

　

活
動
の
評
価
と
実
践
成
果

　

交
流
体
験
事
業
の
実
践
は
早
い
も
の
で
今
年
一
〇
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

　

こ
の
一
〇
年
の
歩
み
は
、
経
済
性
の
高
ま
り
や
町
民
の
元
気
づ
く
り
、
総
じ
て
町
の
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
原
動
力
は
「
町
民
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
存
在
で
あ
る
。

　

当
初
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
は
、
観
光
協
会
の
一
部
会
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
活
動
の
経
過

に
お
い
て
「
自
立
し
た
組
織
で
な
け
れ
ば
発
展
は
無
い
」
と
の
英
断
か
ら
自
立
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　

会
員
は
、
現
在
八
〇
名
余
り
で
旅
館
関
係
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
退
職
組
、
漁
業
者
、
農
業
者
、
主

婦
な
ど
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
参
加
し
た
目
的
や
背
景
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、
退
職
後

の
生
き
が
い
づ
く
り
、
観
光
誘
客
の
た
め
自
ら
頑
張
る
、
都
市
住
民
と
交
流
し
た
い
、
面
白
い
か
ら

一
緒
に
や
ろ
う
と
誘
わ
れ
た
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
今
の
思
い
は
「
町
民
皆
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
体

交
流
事
業
は
今
年
で
一
〇
年
目
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制
」
が
最
終
的
な
目
標
、
町
全
体
で
交
流
人
口
を
受
け
止
め
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
一
致
し
て
い

る
精
鋭
揃
い
で
あ
る
。

　

町
の
人
口
が
五
，
八
〇
〇
人
余
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
の
一
・
四
％
が
加
盟
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　

会
長
は
ホ
テ
ル
の
女
将
が
重
責
を
担
い
、
一
〇
名
程
度
が
役
員
と
し
て
支
え
る
構
図
と
な
っ
て
い

る
。

　

主
な
活
動
は
、
人
材
養
成
活
動
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
清
掃
な

ど
環
境
保
全
活
動
、
受
入
実
践
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
時
に
は
営
業
活
動
に
も
参
戦
す
る
。

　

特
に
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
で
は
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
手
法
に
つ
い
て
、
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
仕
上
げ

て
い
こ
う
と
会
員
相
互
が
悪
い
所
を
指
摘
し
合
う
な
ど
、
妥
協
の
無
い
研
鑽
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
著
し
い
当
町
に
も
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
の
感
動
請

負
人
の
養
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
良
き
地
元
の
牽
引
者
の
導
き
に
よ
り
若
い
芽
も
出

つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
子
供
た
ち
も
都
市
か
ら
同
年
代
の
児
童
・
生
徒
が
来
て
く
れ
る
こ
と
で
、
郷
土
に

対
す
る
愛
着
と
誇
り
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
嬉
し
い
話
も
あ
る
の
で
、
早
晩
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
が

生
ま
れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
。

　

地
域
の
自
立
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
昨
今
、
こ
の
よ
う
に
強
固
な
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
や

誇
れ
る
水
産
業
な
ど
、
地
域
産
業
と
の
協
働
に
よ
り
持
続
可
能
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
を
柱
と
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し
た
交
流
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
振
興
の
最
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

実
践
を
通
し
て
思
い
を
強
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
１　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
Ｇ
Ｍ
Ｐ
、
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
に
つ
い
て

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
製
造
工
程
に
お
い
て
危
害
を
起
こ
す
要
因
を
予
測
・
分
析
（H

azard 

A
nalysis

）
し
、
そ
れ
ら
を
防
止
（
除
去
あ
る
い
は
安
全
な
範
囲
ま
で
低
減
）
す
る
た
め
の
重
要

な
管
理
ポ
イ
ン
ト
（C

ritical C
ontrol P

oint

）
を
定
め
て
連
続
的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
ま
た
Ｇ
Ｍ
Ｐ
と
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
に
当
た
り
、
前
も
っ
て
準
備
す
る
必
要
の

あ
る
基
本
的
な
衛
生
管
理
基
準
で
あ
る
。
Ｇ
Ｍ
Ｐ
（G

ood M
anufacturing P

ractice

：
適
正

製
造
基
準
）
は
、
米
国
政
府
の
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
が
定
め
た
安
全
で
高
品
質
を
有
す
る

医
薬
品
・
食
品
等
を
製
造
す
る
た
め
の
管
理
・
衛
生
基
準
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
建
物
や
設

備
・
装
置
等
ハ
ー
ド
面
に
関
す
る
内
容
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
基
準
を
的
確

に
運
用
す
る
た
め
の
具
体
的
な
作
業
手
順
や
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
も
の
が
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ（S

anitation 

S
tandard O

perating P
rocedures

：
衛
生
標
準
作
業
手
順
）
で
あ
る
。

注
２　

秋
サ
ケ
の
ブ
ナ
化
に
つ
い
て

　

秋
サ
ケ
（
シ
ロ
ザ
ケ
）
は
河
川
で
の
産
卵
・
放
精
時
期
が
近
づ
き
、
性
成
熟
が
進
行
す
る
の
に
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伴
っ
て
体
の
表
面
に
婚
姻
色
が
現
れ
て
く
る
。
こ
の
婚
姻
色
の
現
れ
る
現
象
を
「
ブ
ナ
化
」、
そ

の
秋
サ
ケ
の
こ
と
を
「
ブ
ナ
鮭
」
ま
た
は
「
ブ
ナ
毛け

」
と
呼
ぶ
。
ブ
ナ
鮭
は
さ
ら
に
、
ブ
ナ
化
の

進
行
度
合
（
婚
姻
色
の
濃
さ
）
等
に
よ
っ
て
、「
Ａ
ブ
ナ
」「
Ｂ
ブ
ナ
」「
Ｃ
ブ
ナ
」
等
と
呼
ん
で

ラ
ン
ク
分
け
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
婚
姻
色
が
現
れ
る
前
の
体
表
が
銀
白
色
に
輝
く
秋
サ
ケ
の
こ

と
を
「
銀ぎ
ん

毛け

」
と
呼
ぶ
。
メ
ス
の
ブ
ナ
化
は
脂
質
な
ど
体
内
の
栄
養
分
が
卵
巣
の
成
熟
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
証あ
か

し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
イ
ク
ラ
生
産
の
上
で
は
Ｂ

ブ
ナ
の
市
場
価
値
が
高
い
。
逆
に
イ
ク
ラ
生
産
以
外
で
は
、
身
質
が
劣
る
こ
と
か
ら
一
般
的
に
Ｂ

ブ
ナ
等
は
相
対
的
に
低
価
格
と
な
り
、
銀
毛
の
方
が
市
場
価
値
は
高
い
。

注
３　

秋
サ
ケ
の
中
国
輸
出
に
つ
い
て

　

北
海
道
で
は
平
成
六
年
か
ら
数
年
間
、
秋
サ
ケ
の
豊
漁
が
続
い
た
。
そ
の
際
、
ブ
ナ
鮭
を
含
め

た
大
量
の
サ
ケ
が
国
内
市
場
に
供
給
さ
れ
た
た
め
過
剰
と
な
り
、
且
つ
ブ
ナ
鮭
の
低
価
格
に
引
き

ず
ら
れ
る
形
で
銀
毛
も
含
め
た
全
体
の
秋
サ
ケ
価
格
が
暴
落
し
た
。
ま
た
、
輸
入
サ
ケ
の
増
加
も

秋
サ
ケ
価
格
の
低
迷
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
。
そ
こ
で
北
海
道
漁
連
で
は
市
場
価
格
を
底
支
え
す

る
た
め
に
、
ブ
ナ
鮭
の
う
ち
品
質
の
劣
る
ラ
ン
ク
の
も
の
を
出
荷
規
制
す
る
と
い
う
市
場
隔
離
対

策
を
実
施
し
た
。
こ
の
時
に
隔
離
し
た
秋
サ
ケ
の
一
部
を
中
国
や
ロ
シ
ア
等
に
輸
出
し
た
の
が
、

北
海
道
産
秋
サ
ケ
の
対
中
国
向
け
輸
出
の
契
機
と
な
っ
た
。
平
成
十
年
頃
は
漁
獲
量
が
減
少
し
た

の
で
一
時
期
に
輸
出
量
も
減
っ
た
が
、
平
成
十
三
年
か
ら
再
び
豊
漁
年
が
続
き
、
ま
た
当
時
、
中
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国
で
加
工
貿
易
が
急
成
長
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
秋
サ
ケ
の
中
国
輸
出
量
は
比
較
的
上
位
ラ
ン

ク
の
も
の
も
加
わ
っ
て
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
な
お
、
輸
出
秋
サ
ケ
は
中
国
の
大
連
や
青
島
等
で

加
工
さ
れ
、
製
品
の
多
く
は
欧
米
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。





◇
…
南
極
海
の
調
査
捕
鯨
を
打
切

り
、
日
本
捕
鯨
船
は
帰
国
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。「
シ
ー
・
シ
ェ

パ
ー
ド
」
の
妨
害
で
予
定
よ
り

一
ヵ
月
早
く
、
多
く
の
取
り
残
し

を
残
し
て
の
引
揚
げ
で
あ
る
。
妨

害
行
為
は
乗
組
員
の
生
命
を
脅
か
す
ま
で
に

至
っ
た
。
政
府
と
し
て
も
生
命
の
安
全
を
優

先
し
、
捕
鯨
調
査
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
現
地
の
捕
鯨
船
団
の
母
船
か
ら
直

接
、
農
水
省
に
電
話
が
は
い
っ
た
。
農
水
省

は
逃
走
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
し
か
し
、
母

船
の
日
新
丸
の
ス
ピ
ー
ド
は
時
速
20
キ
ロ
、

抗
議
船
の
ボ
ブ
バ
ー
カ
ー
号
は
時
速
30
キ

ロ
、
ゴ
ジ
ラ
は
40
キ
ロ
。
結
局
、
逃
げ
切
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

◇
…
抗
議
船
は
、
人
工
衛
星
で
捕
鯨
船
団
の

位
置
を
調
べ
必
要
以
上
に
近
づ
き
、
発
煙
筒

を
投
げ
つ
け
、
発
火
弾
を
打
ち
込
む
。
捕
鯨

船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
に
ロ
ー
プ
を
絡
ま
せ
、
航

行
を
妨
げ
る
な
ど
妨
害
行
為
の
限
り
を
つ
く

す
。
昨
年
も
同
じ
ケ
ー
ス
で
調
査
の
打
ち
切

り
が
考
え
ら
れ
た
が
、
妨
害
船
が
故
障
し
、

日
本
船
団
は
調
査
を
続
け
ら
れ
た
。
今
年
は

ま
だ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
は
目
標
の
５
分
の
１
の

１
７
０
頭
、
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
も
目
標
の
４
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
船
員
の
安
全

に
は
か
え
ら
れ
な
い
。

◇
…
た
だ
、
戦
後
の
食
糧
難
を
救
っ
た
の

は
ク
ジ
ラ
だ
っ
た
。
日
本
人
の
動
物
性
タ

ン
パ
ク
の
供
給
源
と
な
り
、
日
本
人
の
生

命
と
健
康
を
支
え
た
。
救
世
主
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
日
本
が
復
興
し
経
済
成
長

を
し
て
い
た
頃
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
始
ま
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
は
ゲ
リ
ラ
の
潜
む
密
林
地

帯
を
壊
滅
さ
せ
る
た
め
強
力
な
除
草
剤
を

空
か
ら
撒
い
た
。
こ
れ
に
は
催
寄
性
と
発

ガ
ン
性
を
持
つ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
枯
れ
葉
作
戦
は
世
界
中
の

批
難
を
浴
び
た
。
も
う
一
つ
、
放
射
能
汚

染
問
題
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
核
廃
棄
物

を
海
中
深
く
捨
て
て
い
た
が
、
容
器
の
破

損
で
放
射
能
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ら
か
ら
世
界
の
目
を
そ

ら
す
た
め
に
70
年
代
か
ら
唐
突
に
国
際
会

議
で
ク
ジ
ラ
問
題
を
持
ち
出
し
、
摺
り
か

え
を
図
っ
た
。
そ
れ
が
後
の
商
業
捕
鯨
禁

止
に
つ
な
が
っ
た
。

◇
…
調
査
捕
鯨
は
ど
う
な
る
か
。
世
界
的

規
模
で
襲
う
食
糧
不
足
の
解
消
に
大
き
な

期
待
を
も
た
れ
て
い
る
捕
鯨
は
そ
の
役
割

を
担
え
ず
こ
の
ま
ま
消
滅
し
て
い
く
の
か
、

し
か
し
、
難
局
打
開
の
外
交
能
力
は
問
わ

れ
な
い
か
？
（
Ｋ
）

　

平
成
12
年
度
か
ら
標
津
町
で
「
地
域
ハ
サ
ッ

プ
」
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
狙
い
は
「
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
漁
業
と
水
産
加
工
業
の
振
興
対

策
」
に
あ
っ
た
。
先
ず
日
本
で
初
の
独
自
の
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
の
導
入
に
着
手
。
製
品
の
認
証

制
度
と
と
も
に
関
係
施
設
自
体
の
認
定
審
査
に

も
力
を
い
れ
た
。
漁
港
内
の
汚
染
を
防
ぐ
こ
と

も
重
要
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
な
ど
、
諸
種

の
対
策
を
講
じ
た
。
結
果
と
し
て
秋
サ
ケ
の
品

質
が
高
い
レ
ベ
ル
で
平
均
化
し
た
。
波
及
効
果

は
大
き
か
っ
た
。
筆
者
に
心
か
ら
感
謝
し
、
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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